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１．はじめに

　業績予想は、経営者が将来の企業業績に関する

自身の予想を投資家に伝達するための手段の一つ

である。日本では東京証券取引所の要請により、

決算短信の中で当期純利益などの予想値を開示す

ることが要求されている（Iwasaki et al. ［2016］、

Kato et al. ［2009］）。こうした制度の存在により、

投資家が将来の企業業績を予測するに当たり、業

績予想を利用する環境が整っている。

　他方、東京証券取引所の要請は前期実績値に比

べてより高い当期予想値、すなわち正の方向に大

　本稿は、経営者の在任期間と予想イノベーション（＝当期予想値－前期実績値）の関係を検証している。検証
の結果、在任期間が短い経営者ほど前期実績値に比べてより高い当期予想値を公表することによって、自身の評
判の確立を試みることが明らかとなっている。また、在任期間が短い経営者は、利益調整を行って当期予想値を
事後的に達成できない可能性を回避していることが確認されている。
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